
桜が丘中だより
掛川市立桜が丘中学校 令和５年 ６月号

学級目標に向かって一歩踏み出す 「 桜夏祭 」

「チャレンジ」自分の可能性に向かって一歩踏み出すステージ(６月５日～７月24日)

指導講評より

今日、この桜夏祭が無事に開催できることを当たり前だと思わないでください。
昨日の昼ごろは延期しようと思っていました。夕方になり、桜夏祭と授業の両方
の準備をして登校するようにしました。
昨日の準備の時間に、給食委員会

の生徒が泥だらけになりながら水抜
きを一生懸命やってくれました。生
徒会本部も手伝ってくれました。そ
して、先生方は今朝の午前５時30分
ころから、昨日できなかった準備を
してくれました。そういうことに対
して、きちんと感謝できる人になっ
てほしいと思います。

さて、１年生の皆さん、初めての桜夏祭はどうでしたか？なかなかうまくいき
ませんよね。でも、競技に取り組む姿が初々しくて、フレッシュで、とても爽や
かでした。うまくいかなかった経験は、来年に必ず生かしてください。

２年生は、昨年の経験が生かされていましたね。『勝ちたい、勝つんだ。』とい
う熱意が伝わってきました。それぞれの種目の練習をがんばってきたんだなと感
じるレースぶりでした。

３年生の皆さん、今日私が一番うれしかったのは、あなたたちの姿です。

実は、昨年のこの日はあなたたちがとても心配になりました。アピールが苦手、
おとなしい、この子たちが来年最上級生になって大丈夫だろうか…。と思ってい
ました。しかし、今日、３年生はすべての種目でたくましく輝いていました。
その中でも一番心に残っているのは学年種目です。勝った学級が喜んでいるの

はもちろんのことですが、すべての学級が笑顔でお互いのがんばりを認め合って
いるように見えました。これまでの練習で、学級目標達成に向け、どの学級も確
実に一歩踏み出してくれていたのだなと本当にうれしくなりました。

行事は、これからの生活に今日のこの経験が生かされることが大切です。学級
目標達成に向けて、振り返りもきちんと行いましょう。

今日は、一生懸命で楽しい１日をありがとう！

お疲れ様でした！！ 教頭 村松 康




